
同志の皆さんへ　帯津良一
まだ、長い道程を残しているとはいえ、

私たちはやがて統合医学の時代を迎え

ます。

統合医学とは、西洋医学と代替療法の

寄せ集めではありません。双方がそれぞ

れの過去を捨て、一体となって新しい体

系を築いてこその統合医学です。考えた

だけでも大変な話ですが、その先兵こそ、

西洋医学に立脚しながら代替療法の本

質を理解し、実践していく皆さんです。

期待ついでに少し言わせていただくと、

代替療法を行使する者、すべからく誇りと

謙虚さを忘れないでほしい、ということで

す。代替療法は多かれ少なかれ、こころと

いのちに働きかける方法です。からだに働

きかける西洋医学に比べて、より本来的

な医療であるという誇りと、科学的根拠に

ついては劣るという謙虚さです。

そして、いかに代替療法にのめり込ん

でも、西洋医学の研鑽は続けて欲しいと

いうことです。20世紀の西洋医学の目覚

ましい進歩は、伊達や酔狂じゃありませ

ん。昨今の西洋医学への不満は、西洋医

学そのものに対する不満ではなく、西洋

医学を担う医療者の人間性に向けられた

ものだからです。西洋医学あっての統合

医学です。ゆめゆめ西洋医学を軽

視してはなりません。

最後に、私たちが代替

療法の世界に足を踏み

入れた幸せを、皆さんと

共に噛みしめたいと思

います。このことによって、

私たちは輝けるいのちの場

に目を開かされたのですから。

帯津良一先生いのち学 講座

2011年テーマ　　「統合医療原論」

帯津三敬病院名誉院長　日本ホリスティック医学協会会長
日本ホメオパシー医学会理事長

講座内容
（１）統合医療原論講義（各回テーマ）

第1回　青雲の志を抱いて、
攻めの養生を果たしてゆく

第2回　医療という「場」の
自然治癒力を高める

第3回　戦術から戦略へ　そして直感

第4回　死生観を磨いて、一歩前へ

第5回　代替療法各論
（ホメオパシー、漢方薬など）

（２） 養生塾車座交流会臨床体験
帯津先生の患者さんとのやり取りを通して、医療従事

者として、患者さんを敬い接する医療本来のあり方を

学んでいきます。

いのちの視点から見た医療のあり方、現場での悩み、

医療従事者の心の持ち方、死生観などについても、帯

津先生の48年間の体験の中からお答え頂きます。

（３）自然治癒力を高める基調講演

（４）気功・呼吸法講座

（５）帯津三敬病院と帯津先生講演ビデオ上映

対象 医師、看護師、医療従事者、医学生

講師 帯津良一
【プロフィール】 医学博士。帯津三敬病院名誉院長。日本ホ

リスティック医学協会会長。日本ホメオパシー医学会理事長、

(財)いのちの森文化財団理事、水輪の会特別顧問。東京大学

医学部卒業。東京大学医学部第三外科、都立駒込病院勤

務を経て1982年埼玉県川越市に帯津三敬病院を設立。医

療の東西融合という新機軸を基に、ガン患者などの治療に当

たっている。また、代替療法への造詣が深く、治療に積極的に

取り入れるほか、講演や大学での講義なども行っている。著書

『ガンを治す大事典』（二見書房）『健康問答』（平凡社/五木

寛之共著）など多数。

ファシリテーター
塩沢みどり（（財）いのちの森文化財団理事長）

※全５回参加の方に帯津先生よりいのち学修了書を授与

第1回5月27日(金)～29日(日)

第2回7月29日(金)～31日(日)

第3回9月30日(金)～10月2日(日)

第4回１１月２５日(金)～２７日(日)

第5回2012年3月23日(金)～25日(日)

2011年

帯津先生からのメッセージ

２０１ １年テーマ「統合医療原論」について

西洋医学の目覚しい発展の恩恵により、多くの病が

治癒しています。同時に、西洋医学の限界と副作用も

見え始めています。検査結果に異常が見あたらない。

だけど、明らかに不調がある。心の問題、患者と医療

者の関係など、技術的な医学の範疇を超える課題が、

現代医療の大きなテーマになりつつあります。

今回、帯津先生に統合医療を中心にご講義頂き、医

療のさらに大きな可能性を探ると同時に、帯津先生が

ご自身の何十年の体験の中から学んでこられた統合医

療の実際を直接お話頂きます。

主催・申込み・問い合せ 財団法人いのちの森文化財団
〒380-0888 長野県長野市飯綱高原2471-2198 TEL 026-239-0010 FAX 026-239-0011
e-mail zaidan@inochinomori.or.jp URL http://inochinomori.or.jp

会場 信州飯綱高原 心と体といのちのセンター「水輪」
TEL 026-239-2630 FAX 026-239-2736  e-mail suirin@suirin.com   URL http://www.suirin.com



参加要項 （定員各回20名）

●会 場 信州飯綱高原 心と体といのちのセンター「水輪」

●と き 日程は表面を参照下さい。

●参加費 年５回一括申し込み　230,000円（各回2泊3日・年間申し込み特別割引価格）

各回単独申し込み　48,000円（各回2泊3日・講師費、会場費、宿泊と食事とおやつ等の委託費が含まれます。）

●申込み 下記の「申し込み書」でFAX・郵送・E-mailにて「財団法人いのちの森文化財団」までお申込後、一週間以内に参加費

をお振込ください。定員になり次第締め切りとさせていただきます。前泊・延泊は可能です。

＊希望の方には当日長野駅から会場へ直行の乗合タクシーを手配します。

●振込先 参加費振込確認後、順次正式受け付けとなります。乗合タクシー希望の方は４人以上１人当たり①片道1,100円・

往復2,200円を合わせてお振り込み下さい。（申込受付後詳細資料送付）

◎みずほ銀行　長野支店（普）１ ９ ９ １ ７ ９ ４ 財団法人いのちの森文化財団

(ざいだんほうじん　いのちのもりぶんかざいだん）

◎郵便局（口座番号）０ ０ ５ ２ ０－３－４ ２ １ ８ １ （加入者）財団法人いのちの森文化財団

＊尚キャンセルの場合、参加費の返金はいたしませんので御了承ください。 (代理参加はお申し込みの回のみ可能です。）

＊洗面用品・タオル・パジャマは各自で御用意ください。 ＊会場は全館禁煙です。

＊部屋は男女別の相部屋となります。個室希望も承ります。（個室料別途、希望に添えない場合もございます。）

＊環境を守るため、箸やシーツなど御自分のものをお使いになる方はどうぞ御持参ください。

＊会場をカーナビで検索する場合は水織音（みおりね）（026-239-3908）で検索して下さい。＊詳細はお問い合わせ下さい。

「いのち学」スケジュール （変更になることもあります。）

１日目
12:00 ～ 受付開始
13:00～ オリエンテーション・自己紹介　　15:00～　入浴
18:00～ 夕食（特製健康養生食・レシピ付き）
19:00～ 帯津先生基調講演
20:00～ 帯津先生「がんになっても安心テレビ」ビデオ学習

２日目
8:45 ～ 帯津良一先生気功・呼吸法

10:00 ～ 朝食（特製健康養生食）
11:00～ 養生塾車座交流会臨床体験「主に治療法について」

健康・免疫・自然治癒力・手術・サプリメント・
リラックス呼吸法・イメージ療法・ホメオパシーなど

14:15～　統合医療原論講義
16:00～　入浴　　18:00～　夕食（特製健康養生食）

３日目
8:45 ～ 帯津良一先生気功・呼吸法
10:00～ 朝食（特製健康養生食）
11:00～ 養生塾車座交流会臨床体験「 主に心の面について」

患者さん同僚との信頼関係・死生観・職場での悩み・
医療従事者の心の持ち方・生きがいなど

14:10 終了・乗り合いタクシー出発

参加者の声
患者さんの質問にふんわりとお答えされる帯津先生から多くの事を学ば
せて頂き、感謝の気持ちでただ満たされています。帯津先生の返答で私
達がほっと安心できるのは、口先だけではなく全てを包み込むような帯
津先生から溢れ出るオーラに癒されるからだと実感できました。私も病め
る人に接する立場の人間として、知識だけではなく心そのもの、自分その
ものを磨き続けなくてはいけないのだと、切に思いました。（H.Tさん）

会場・食事について

飯綱高原。大自然のエネルギーは自然治癒力を高め、館内寝具類は清潔を
保ち、建物には和紙の照明、天然木の檜や杉材を使用し、大自然のもっている

澄んだ気を人工的な建材によって遮断されることなく存分に味わうことができ

ます。厳選された無添加の食材・調味料、隣接する自然農園の無農薬野菜を

中心にした心のこもった美味しい食事は、心身をリフレッシュしてくれます。

帯津先生気功講座

養生塾車座交流会臨床体験

グリーンオアシスレストラン

自然農園そば畑と飯綱山

緑に囲まれた清潔な客室

おいしい健康自然食料理
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2011年度　いのちの大学講座「いのち学」申し込み書 ＊後日詳しい資料をお送りします。 TEL 026-239-0010
FAX 026-239-0011

氏名　　　　　　　　　 男　　女　　年齢　　　　ご職業　　　　　　　　　　　　申込日　　月　　日

住所〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e-mail

TEL FAX 携帯電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お申込の日程に月日を、該当項目に○をご記入ください.  （ ①乗合タクシーに乗車する　 「行き」／「帰り」 ）

■第　　　回　　　月　　　日～　　　日（ (A)２泊　／　(B)３泊　） （ 前泊する　・　延泊する ）

参加費＋①　　　　　　　　　　　- 振込日　　　　月　　　　日　 （ 振込済み　　　振込予定　 ）

◎お申し込みのきっかけ　　ちらし　　紹介：紹介者（ ） インターネット　　新聞・雑誌（ ）
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